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空飛ぶランタンとは

LEDライトを入れたヘリウム風船を
和紙で覆ったもの

火災の危険がなく
環境に優しい。



実施スケジュール

11月8日（火）皆既月食

16：30 開場
17：00 開会のあいさつ
17：05 青洲高校 オープニングステージ
17：30 夢を語る時間、活動報告動画
～18：30 車を適宜移動
18：30 ランタン配布開始
19：16 皆既月食開始
19：30 ランタン打ち上げ
20：00 花火によるグランドフィナーレ



２．なぜ皆既月食の日に行うのか？





皆既月食の新解釈
一度は影に覆われても、光に包まれる

↓ ↓
混沌とした今の情勢 一条の希望を見出す





市川和紙

・美人の素肌のように美しいことから肌吉紙
（はだよしがみ）と呼ばれる

・1000年を超える歴史

・武田氏、徳川氏の御用紙だった

・障子紙の全国シェア1位



しかし、障子文化は年々衰退…

1980年、日本における障子の生産量は約6,000ｔ

↓

2014年、生産量は約1,850ｔ

市川和紙の伝統継承のためには

障子紙に代わる新たな市川和紙の新商品が必要！

およそ
7割減



タイのランタン

油脂を塗った和紙に炎を灯し空へ打ち上げる
↓

火災の危険性、環境破壊



今あるスカイランタン

風船の周りを薄く、大きな和紙に包み、LEDライト
を灯す

↓
炎を使わないので火災の心配はないが、
打ち上げた後は廃棄物になる

↓
環境破壊にはつながっている！



人に優しい、地球にやさしい。

SDGs的空飛ぶランタン



空を旅したランタンは、イベント終了後に



ランプシェードに



SDGsの観点からも空飛ぶランタンは
環境に優しい


